
(57)【要約】

　本発明では、単一の押しボタン（１１）を備えたトイ

レに於ける二重定量洗浄節水装置は、もし自重以外に排

水パイプに作用する力がない場合には、完全に放出する

まで装置を開放し続けるフロート（５）を備えた排水パ

イプ（３）を上昇させることで作動し、さらに中間の高

さに配置される変動性補助重り（６）を備え、最初の単

発の押しにおいて、アッセンブリーの重さにより作動し

、完全に排水する前に排出バルブ（４）を閉じて、タン

クに所定量の水を残し、変動性の補助重り（６）が喪失

しているので、後の再注水する間に二回目に押しボタン

を押すと、前記パイプ（３）が上昇した部位に留まり、

前記排出バルブ（４）がタンクの完全な排水まで開放さ

れ、完全な放出を作動するために二回目の押しは単発で

十分であることに関する。

【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
作 動 さ れ た 際 に は 、 排 出 バ ル ブ （ ４ ） の 開 閉 を 行 う 密 閉 盤 を 下 部 に 有 す る 排 出 パ イ プ （ ３
） を 上 方 に 移 動 さ せ る 単 一 の 押 し ボ タ ン を 備 え た ト イ レ の 二 重 定 量 洗 浄 節 水 装 置 で あ っ て
、 前 記 パ イ プ （ ３ ） は 、 パ イ プ 自 身 の 重 さ 以 外 に 排 出 パ イ プ ア ッ セ ン ブ リ ー に 作 用 す る 力
が な い 場 合 に 、 完 全 な 放 出 ま で 前 記 装 置 の 開 放 を 維 持 で き る フ ロ ー ト （ ５ ） を 備 え 、 且 つ
、 中 間 の 高 さ に 配 置 さ れ 、 タ ン ク と 連 通 し た 状 態 で 水 を 満 た す よ う な 貯 蔵 部 の 内 側 に 液 体
を 含 む こ と が で き 、 前 記 タ ン ク の 通 常 の 出 口 と 入 口 バ ル ブ を 通 る 水 流 よ り も 低 速 度 で 前 記
貯 蔵 部 の 内 側 に 水 を 流 出 入 さ せ る よ う な サ イ ズ に 設 定 さ れ た 開 口 部 を 下 部 に 有 し 、 ま た 一
回 目 と 二 回 目 の 放 出 の 間 に 前 記 貯 蔵 部 が 完 全 に 排 水 す る よ う に 設 定 さ れ て な る 変 動 性 の 補
助 重 り （ ６ ） を 備 え 、
前 記 補 助 重 り は 、 前 記 タ ン ク が 完 全 に 排 水 す る 前 に 、 所 定 量 の 水 を 後 に 残 す よ う に 、 前 記
排 出 バ ル ブ （ ４ ） を 閉 鎖 さ せ る よ う に 前 記 ア ッ セ ン ブ リ ー の 重 さ と と も に 作 用 し 、 前 記 タ
ン ク 内 が 一 旦 部 分 的 に 放 出 さ れ る と 、 前 記 下 部 の 開 口 部 を 通 っ て 前 記 貯 蔵 部 の 内 側 か ら 水
が 放 出 さ れ 、 前 記 補 助 重 り （ ６ ） は 、 力 が 低 下 す る か 、 又 は 、 消 失 し 、 二 回 目 の 押 し が 行
わ れ る と 、 前 記 ア ッ セ ン ブ リ ー と 前 記 フ ロ ー ト （ ５ ） の 重 さ 以 外 は 前 記 パ イ プ （ ３ ） に 作
用 し な い こ と に よ っ て 、 前 記 パ イ プ （ ３ ） が 上 昇 し た 場 所 で 維 持 さ れ 、 前 記 排 出 バ ル ブ （
４ ） が 開 放 さ れ 、 こ れ に よ っ て タ ン ク に 含 ま れ る 水 量 の 完 全 な 放 出 が も た ら さ れ る よ う に
、 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ト イ レ の 二 重 定 量 洗 浄 節 水 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 補 助 重 り （ ６ ） は 、 高 さ の 位 置 を 調 節 可 能 に 前 記 パ イ プ （ ３ ） 上 に 直 結 す る 手 段 を 有
し 、 前 記 貯 蔵 部 （ ６ ） の 水 の 流 出 入 の 速 度 が 調 節 さ れ る と 、 前 記 補 助 重 り が 配 置 さ れ た 高
さ に よ っ て 、 一 回 目 の 押 し で 放 出 さ れ る タ ン ク の 水 量 が 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の ト イ レ の 二 重 定 量 洗 浄 節 水 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 補 助 重 り （ ６ ） は 、 前 記 パ イ プ （ ３ ） の 外 径 に よ っ て 決 め ら れ る 軸 方 向 に 延 び る 空 洞
部 を 備 え た 容 器 か ら 構 成 さ れ 、 前 記 パ イ プ 上 に 垂 直 に 配 列 さ れ た 一 連 の ノ ッ チ に 対 応 す る
よ う に 小 さ い 突 出 状 の ピ ボ ッ ト を 備 え て お り 、 前 記 フ ロ ー ト が 一 旦 所 望 の 高 さ に 誘 導 さ れ
配 置 さ れ る と 、 前 記 ノ ッ チ の 一 つ に 前 記 ピ ボ ッ ト が 十 分 に 動 か さ れ て い る こ と で 一 致 す る
こ と と な り 、 こ れ に よ り 前 記 所 望 の 位 置 に こ れ を 維 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 前 記 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の ト イ レ の 二 重 定 量 洗 浄 節 水 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の ト イ レ の 二 重 定 量 洗 浄 節 水 装 置 の 操 作 方 法 で あ っ て
、 下 記 の ス テ ッ プ 、 即 ち 、
a)前 記 タ ン ク 内 の 所 定 量 の 水 を 部 分 的 に 放 出 さ せ る べ く 最 初 の 単 発 的 な 押 し を 行 う ス テ ッ
プ と 、
b)前 記 タ ン ク を 完 全 に 放 出 さ せ る べ く 、 最 初 の 放 出 で 排 出 さ れ た 液 体 分 が 再 注 水 さ れ る ま
で の 間 に 二 回 目 の 押 し を 行 う ス テ ッ プ と 、
を 備 え 、 完 全 な 放 出 を 達 成 さ せ る た め の 前 記 二 回 目 の 押 し は 、 単 に 単 発 的 で あ る こ と を 要
す る こ と を 特 徴 と す る 操 作 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 単 一 押 し ボ タ ン に よ っ て 操 作 さ れ る ト イ レ の 二 重 定 量 洗 浄 節 水 装 置 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 ト イ レ の タ ン ク や 容 器 の 節 水 シ ス テ ム 分 野 、 特 に こ の 分 野 に お い て 、 止 水 バ
ル ブ を 作 動 さ せ る べ く 既 知 の 構 成 要 素 が 用 い ら れ る 簡 単 な 機 械 的 装 置 に 適 用 さ れ る 。
　 本 発 明 は 、 一 方 は 他 方 よ り 少 な く 、 両 者 は 完 全 に 定 量 さ れ て 測 定 さ れ 、 液 体 の 全 量 ま た
は 少 量 の み が 排 出 さ れ る 特 定 の 使 用 に 依 存 す る よ う に 自 発 的 な 方 法 に 於 い て 水 の 二 定 量 性
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を 示 す こ と を 目 的 と す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 技 術 の 現 在 の 状 況 に お い て は 、 ト イ レ タ ン ク 用 に 様 々 な 節 水 メ カ ニ ズ ム が あ る 。
　 特 に 、 よ く 知 ら れ て い る も の は 、 二 つ の 別 個 の フ ロ ー ト 、 又 は 、 二 つ の 水 タ ン ク を 有 す
る 装 置 で あ り 、 こ の 装 置 は 、 ハ ン ド ル ま た は 押 し ボ タ ン が 押 さ れ る こ と に よ り 、 使 用 さ れ
る 前 記 フ ロ ー ト や 前 記 タ ン ク に 依 存 し て 異 な る 水 量 が 放 出 さ れ る よ う に 、 二 つ の 押 し ボ タ
ン 、 又 は 、 ハ ン ド ル に よ っ て 作 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 押 す と き に 用 い ら れ る 力 に よ る バ ル ブ 調 節 メ カ ニ ズ ム を 有 す る か 、 又 は 、 様 々 な バ ル ブ
の 開 放 口 径 と 液 体 の 流 れ を 放 出 さ せ る た め の 標 準 口 径 と を 有 す る か 、 又 は 、 押 し ボ タ ン が
作 動 さ れ る と 一 度 定 点 が 通 過 さ れ て 機 械 的 な 構 成 部 品 が 動 き 完 全 な 放 出 を も た ら す よ う な
２ つ の ス テ ッ プ を 生 じ る 二 重 貯 水 シ ス テ ム を 有 す る 装 置 も 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 異 な る タ イ プ の フ ロ ー ト や ア ダ プ タ ー 、 電 気 、 電 子 シ ス テ ム の 異 な る タ イ プ が
知 ら れ 、 複 雑 性 に お い て 相 違 す る 前 記 シ ス テ ム 、 ま た は 、 タ ン ク へ の 水 の 流 れ を 調 節 す る
よ う な 他 の 装 置 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ ら す べ て の 既 知 の 装 置 が 共 通 に 有 す る 問 題 の 一 つ は 、 す で に 利 用 さ れ て い る 異 な る
タ イ プ の ト イ レ に 適 合 さ せ る 困 難 性 で あ り 、 こ れ は ほ と ん ど の 場 合 に お い て 、 ト イ レ 自 体
が こ の よ う な 装 置 を 組 み 込 ま れ た 状 態 で 有 し て い な け れ ば な ら な い こ と を 意 味 す る 。
　 従 っ て 、 こ れ は 製 造 工 程 の 全 体 で 膨 大 な コ ス ト を 必 要 と し 、 そ の よ う な シ ス テ ム は 融 通
性 に 欠 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 加 え て 、 他 の 装 置 は 、 た と え 既 存 の ト イ レ に 適 合 さ せ る と し て も 短 時 間 で 劣 化 し 、 ほ と
ん ど 構 造 的 な 一 貫 性 を 有 し て い な い 。
　 さ ら に 、 そ れ ら の 多 く は 、 前 記 タ ン ク の カ バ ー に 合 わ せ ら れ な い か ま た は 固 定 さ れ な い
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 既 知 の 装 置 の 他 の 不 利 な 点 は 、 そ れ ら を 使 用 す る と き は か な り の 節 水 が も た ら さ れ る が
、 前 記 節 水 は 通 常 定 量 し え な い こ と で あ る 。
　 一 例 で は 、 水 放 出 バ ル ブ が 、 押 し 引 き さ れ る こ と に よ っ て 開 放 さ れ 、 そ し て 押 し ボ タ ン
や ハ ン ド ル を 作 動 さ せ る 間 に 一 定 の 形 で 水 が 外 部 へ と 流 れ 、 ま た は 逆 に 、 流 れ を 留 め る た
め に さ ら な る 時 間 で 押 す こ と を 必 要 と す る シ ス テ ム が あ る 。
　 水 は 節 水 さ れ る が 、 そ れ ぞ れ の 場 合 に 於 い て 作 動 さ せ る 時 間 に 依 存 す る た め 、 確 実 に そ
の 量 を 知 る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し 、 既 存 の 装 置 と 共 に 存 在 す る 、 お そ ら く 最 大 の 欠 点 は 、 節 水 を 行 う た め に は 節 水
す る こ と を 意 図 し た 行 動 を 起 こ す 必 要 が あ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 回 目 の 押 し が 水 の 放 出 を 作 動 さ せ て 、 二 回 目 の 押 し が 前 記 放 出 を 停 止 さ せ る よ う な 単
一 の 押 し ボ タ ン 装 置 に 於 い て 、 節 水 は 、 二 回 目 の 押 し ボ タ ン の 押 し に 依 存 し て お り 、 加 え
て 、 放 出 さ れ る 水 の 量 が 、 一 回 目 と 二 回 目 の 押 し の 間 に 経 過 し た 時 間 に 依 存 し て い る た め
に 節 水 は 定 量 的 で は な く 、 ま た 前 記 節 水 は 毎 回 異 な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 二 つ の 状 態 、 又 は 二 つ の 押 圧 範 囲 を 有 す る 単 一 の 押 し ボ タ ン の メ カ ニ ズ ム に 於 い て は 、
節 水 す べ く 、 若 し く は 、 押 し ボ タ ン を 押 圧 す る 際 に あ る 所 定 の 範 囲 を 超 え て し ま う こ と を
回 避 す べ く 、 押 し ボ タ ン を 作 動 さ せ る と き に 、 用 い ら れ る 力 又 は 強 さ は 、 節 水 の た め に そ
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の 力 、 強 さ 、 範 囲 が 正 し い も の か 否 か 確 認 で き る こ と な く 、 選 択 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 分 割 さ れ た 又 は 二 つ の 押 し ボ タ ン を 備 え た メ カ ニ ズ ム に 於 い て は 、 作 動 さ れ る べ き 押 し
ボ タ ン の 分 割 さ れ た 部 分 又 は 二 つ の 押 し ボ タ ン の ど ち ら か を 選 択 す る 必 要 が あ り 、 前 記 押
し ボ タ ン が 正 し く 押 さ れ た 場 合 に 、 又 は 押 し ボ タ ン の 正 し い 部 分 が 押 さ れ た 場 合 に 節 水 が
も た ら さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 結 果 と し て 、 節 水 は 、 使 用 者 の 意 向 に 依 存 し 、 且 つ 、 押 し ボ タ ン の 二 回 押 し が 行 わ れ る
か ど う か 、 ま た は 節 水 装 置 が 正 確 に 作 動 さ れ る か ど う か に 影 響 を 有 す る 不 注 意 や 怠 慢 、 忘
却 、 認 識 の 欠 如 、 楽 さ に 服 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 単 一 の 押 し ボ タ ン を 備 え る 二 重 洗 浄 装 置 で は 、 一 回 目 の ボ タ ン 押 し は 部 分 的 な 放 出 を 生
じ 、 激 し い 水 流 ま た は 水 が 排 出 さ れ る 水 圧 と 独 立 し 、 限 定 さ れ 定 量 可 能 な 節 水 を 誘 導 す る
が 、 二 回 目 の ボ タ ン 押 し が 必 要 で あ り 、 タ ン ク 内 の 完 全 な 排 水 を 生 じ る た め に 十 分 な 時 間
で 継 続 さ れ ま た は 維 持 さ れ な け れ ば な ら ず 、 軽 微 で 単 発 的 な 押 し は 完 全 な 放 出 に は 不 十 分
に な る も の で あ る 。
　 こ れ ら の シ ス テ ム に は 、 二 つ の 回 転 レ バ ー 装 置 に 基 づ く 装 置 が あ り 、 最 初 の 押 し は 上 部
レ バ ー を 作 動 さ せ 、 フ ロ ー ト が 降 下 す る ま で 密 閉 栓 を 開 け 続 け る よ う に 下 部 レ バ ー を 回 転
さ せ 、 且 つ 、 二 つ の レ バ ー の 作 動 停 止 ま た は 解 離 す る こ と で 排 出 栓 が 閉 じ ら れ 、 さ ら に 、
前 記 レ バ ー や 前 記 フ ロ ー ト を 介 さ な い よ う な 二 回 目 の 押 し で 、 押 し ボ タ ン が 連 続 す る 形 で
押 さ れ る 間 に 放 出 が 要 求 に 応 じ て 生 じ る よ う に 構 成 さ れ た も の で あ る 。
　 二 つ の レ バ ー は 前 記 工 程 を 再 始 動 す る た め に 、 水 の 再 注 水 後 に も う 一 度 作 動 す る よ う に
準 備 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 完 全 に 排 水 す る べ く 二 回 目 の 放 出 を 起 こ す た め に 、 前 記 押 し ボ タ ン を 長 時 間 押 し
続 け る 必 要 の な い 単 一 の 押 し ボ タ ン を 備 え る 装 置 も あ る が 、 そ の 操 作 は 前 記 タ ン ク を 完 全
に 、 ま た は 部 分 的 に 排 水 す る た め に 、 交 互 に 調 整 さ れ た 方 法 で 作 動 す る フ ロ ー ト 装 置 に 依
存 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 パ イ プ を 有 す る 単 一 の 押 し ボ タ ン を 備 え た 装 置 が あ り 、 前 記 パ イ プ は 中 間 部 に
フ ロ ー ト と 上 部 に バ ラ ス ト と を 有 し 、 前 記 バ ラ ス ト は “ バ ラ ス ト サ イ フ ォ ン ” と 呼 ば れ 、
該 バ ラ ス ト は 、 幾 つ か の 部 品 、 即 ち 、 前 記 パ イ プ を 包 む 内 側 部 品 、 前 記 内 側 部 品 を 包 み 、
且 つ 、 バ ラ ス ト 液 体 コ ン テ ナ を 内 側 部 品 と 形 成 す る 外 側 部 品 、 及 び 、 カ バ ー で 形 成 さ れ た
吸 引 ベ ル か ら 成 る サ イ フ ォ ン で あ る 。
　 前 記 カ バ ー は 、 吸 い 込 み 口 の 上 方 の 前 記 内 側 部 品 を 密 閉 し 、 サ イ フ ォ ン 作 用 を 確 立 す る
た め に ベ ル の よ う に 竪 管 の 吸 い 込 み 口 を 包 む も の で あ る 。
　 使 用 者 の 最 初 の 押 し は 、 前 記 ベ ル が タ ン ク の 中 の 水 に 対 し て 前 記 パ イ プ の 前 記 内 側 部 品
を 通 っ て 排 水 さ れ る よ う な サ イ フ ォ ン 効 果 を 引 き 起 こ す こ と に よ る 吸 引 を 達 成 す る と い う
単 一 の 目 的 を 有 し 、 こ の 理 由 か ら 、 こ の 部 分 的 な 量 の 総 量 は 、 使 用 者 が 実 際 に 引 き 棒 か ま
た は 押 し パ イ プ を 作 動 す る 時 間 に 依 存 し 、 即 ち 、 使 用 者 が 前 記 押 し レ バ ー を 連 続 し て 作 動
さ せ 続 け る と “ 大 ” 放 出 が 生 じ る も の で あ り 、 他 の 場 合 で は 、 バ ラ ス ト の 重 量 は 、 バ ラ ス
ト サ イ フ ォ ン も し く は ベ ル の サ イ フ ォ ン 効 果 を 用 い て 説 明 さ れ る 前 述 の 吸 引 を 生 じ さ せ る
と い う 目 的 で 、 パ イ プ の 降 下 と 底 の バ ル ブ の 閉 鎖 と を 引 き 起 こ す で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 提 案 す る 発 明 は 、 ど ん な タ イ プ の サ イ フ ォ ン も 含 ま ず 、 単 一 の 短 い 押 し は 、 ベ ル を 介 す
る 吸 引 に よ る 排 水 パ イ プ を 通 ら ず 、 前 記 下 部 の 通 常 の 排 出 バ ル ブ を 通 っ て タ ン ク の 部 分 的
な 排 水 を 達 成 さ せ る た め に 十 分 で あ り 、 即 ち 、 最 初 の 押 し で 排 出 さ れ る 水 は 、 常 に 同 量 で
あ り 、 容 器 ま た は タ ン ク の 容 量 の 定 量 で き る 部 分 量 で あ り 、 押 し の 持 続 時 間 に 依 存 し な い
も の で あ る 。
　 主 要 な 相 違 点 は 、 本 発 明 が 、 予 め 装 置 の 作 動 方 法 を 知 る 必 要 が な く 、 一 度 部 分 的 に 放 出
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す る 押 し で 確 認 す る の に 十 分 で あ り 、 且 つ 、 二 回 目 の 押 し で タ ン ク に 含 ま れ る 残 り の 水 を
出 し 、 ど ん な 場 合 に も 部 分 的 な 排 出 を 得 て 続 い て 完 全 な 放 出 を 得 る こ と が で き る ま で サ イ
フ ォ ン 効 果 を 引 き 起 こ す た め に 数 回 作 動 さ せ る 必 要 が な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 特 許 の 発 明 の 目 的 は 、 単 一 の 水 放 出 バ ル ブ 、 単 一 の 押 し ボ タ ン 、 及 び 、 単 一 の フ ロ ー
ト に よ る 単 純 な 方 法 を 用 い て 、 す で に 述 べ た 欠 点 を 避 け る べ く 管 理 し 、 液 体 排 出 バ ル ブ の
閉 鎖 に 作 用 す る 変 動 性 の 補 助 重 り に 依 存 し て 部 分 的 ま た は 完 全 な 放 出 を 生 じ る よ う に す る
こ と で あ る 。
　 構 造 的 に 強 固 で ど ん な タ イ プ の ト イ レ タ ン ク に も 適 合 す る よ う な 装 置 を 備 え る こ と で 、
一 回 の 押 し ま た は 引 き の 動 作 で す で に 測 量 さ れ た 所 定 量 は 簡 単 に 放 出 さ れ 、 部 分 的 な 放 出
と タ ン ク の 再 注 水 と の 間 の 経 過 時 に お い て も う 一 度 押 し ボ タ ン ま た は ハ ン ド ル が 作 動 さ れ
る と 完 全 な 放 出 が 引 き 起 こ さ れ る 。
　 前 記 シ ス テ ム は 、 一 方 で は 、 ト イ レ に 対 し て 水 放 出 バ ル ブ の 開 閉 を 物 理 的 に 分 離 し 、 ま
た 、 も う 一 方 で は 、 前 記 シ ス テ ム に お い て 水 の 再 注 水 を 行 う 単 純 な 機 械 的 な 装 置 の 組 み 合
わ せ を 利 用 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 付 加 的 な 変 動 性 重 り の 作 動 は 本 発 明 の 作 用 の 為 に 本 質 的 な も の で あ り 、 そ の よ う な 重 り
は 一 度 最 初 の 部 分 的 な 放 出 を 生 じ る と 消 失 し 、 そ れ か ら 二 回 目 が 押 さ れ る と 、 こ の 補 助 重
り は 無 い こ と か ら 、 放 出 は 終 わ り ま で 続 け ら れ る 。
　 前 記 の 補 助 重 り は タ ン ク が 再 注 水 さ れ る こ と で 再 び 現 れ 、 放 出 サ イ ク ル が 繰 り 返 さ れ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 シ ス テ ム で 用 い ら れ る い く つ か の 装 置 が 調 節 可 能 で あ る と い う 事 実 は 、 タ ン ク に 適
合 自 在 で あ る こ と に 加 え て 、 一 度 押 さ れ た 時 に 放 出 さ れ る 水 量 が 適 用 さ れ る も の に よ っ て
も ま た 異 な る こ と を 許 容 す る も の で あ る 。
　 標 準 的 に は 、 タ ン ク 全 体 は １ ０ リ ッ ト ル 近 く の 水 量 を 含 む も の で あ る 。
　 １ 回 目 の 押 し で ４ リ ッ ト ル が 放 出 さ れ 、 部 分 的 な 放 出 と タ ン ク の 再 注 水 と の 間 に 二 回 目
が 押 さ れ る 場 合 に の み 、 延 長 し て 押 し ボ タ ン を 押 し 続 け る こ と な く 、 残 り の ６ リ ッ ト ル が
放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 タ ン ク に 接 続 さ れ た 水 供 給 バ ル ブ を 通 し て 再 び 注 水 す る シ ス テ ム は こ こ で 示 さ れ た 作 動
と 独 立 し て い る が 、 前 記 シ ス テ ム は 放 出 と 同 時 に 作 動 し 、 前 記 タ ン ク の 注 水 開 始 も ま た 起
き な け れ ば な ら な い も の で あ る 。
　 そ れ に も か か わ ら ず 、 両 者 は 独 立 し 、 一 回 目 が 押 さ れ て 部 分 的 な 放 出 が 得 ら れ 、 且 つ 、
同 様 の 放 出 を 繰 り 返 す 場 合 に は 、 タ ン ク の 再 注 水 ま で 十 分 な 時 間 を 待 機 す る こ と で そ れ が
達 成 で き 、 同 じ 放 出 が 繰 り 返 さ れ る こ と で 、 所 望 さ れ た 多 く の 部 分 的 な 放 出 を 得 る こ と が
可 能 と な る 。
　 つ ま り 前 記 シ ス テ ム は 、 部 分 的 な 放 出 の 後 に 、 タ ン ク 全 体 を 排 水 す る こ と を 必 要 と し な
い も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 全 発 明 は 単 純 で 、 多 機 能 で あ る こ と で 特 徴 付 け ら れ 、 技 術 の こ の 分 野 に 於 い て 優 先 権 を
有 す る 特 色 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 発 明 の 対 象 で あ る 単 一 の 押 し ボ タ ン に よ っ て 操 作 さ れ る ト イ レ の 二 重 定 量 洗 浄 節 水 装 置
は 、 非 自 発 的 で 直 観 的 な 節 水 が 一 度 作 動 さ れ る こ と に 関 連 し た 限 定 さ れ た 節 水 を 行 う 装 置
を 基 礎 と し 、 押 し ボ タ ン ま た は ハ ン ド ル を 一 度 操 作 す る こ と に よ っ て あ ら か じ め 所 要 量 の
水 に 調 節 さ れ た 放 出 が 得 ら れ 、 完 全 な 放 出 を 引 き 起 こ す た め に は タ ン ク の 注 水 の 間 に も う
一 度 押 す こ と を 必 要 と す る が 、 押 し ボ タ ン を 押 し 続 け る 必 要 が な い も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 す で に 定 量 さ れ た 部 分 的 な 放 出 に よ る 制 限 の あ る 節 水 は 、 排 水 パ イ プ に 作 用 す る 付 加 的
ま た は 補 助 的 な 重 り と 共 に フ ロ ー ト の 補 助 で 生 じ る 。
　 押 し ボ タ ン を 作 動 さ せ る と 、 前 記 排 水 パ イ プ と 止 水 バ ル ブ が 上 昇 さ れ 、 前 記 フ ロ ー ト と
補 助 重 り と の 力 が 前 記 パ イ プ と バ ル ブ と に 作 用 す る 。
　 も し 付 加 的 な 重 り が な け れ ば 、 前 記 フ ロ ー ト の 力 は 完 全 な 放 出 ま で ア ッ セ ン ブ リ ー を 上
昇 さ せ 続 け る 。
　 そ れ ゆ え に 、 タ ン ク が 満 た さ れ て い る 前 記 放 出 の 開 始 時 に は 、 前 記 フ ロ ー ト が 前 記 パ イ
プ の ア ッ セ ン ブ リ ー と 連 動 す る 下 部 の 閉 鎖 部 と を 一 定 時 間 持 ち 上 げ て 維 持 し 、 部 分 的 な 放
出 を 生 じ 、 仮 に 排 出 バ ル ブ が 開 け ら れ 放 出 レ ベ ル が 減 少 す る 際 の 水 の 排 出 に 依 存 し 且 つ 完
全 な 放 出 の 前 に 前 記 バ ル ブ を 閉 鎖 さ せ る 補 助 重 り の 作 用 に 依 存 し て 、 前 記 フ ロ ー ト が 浮 揚
力 を 喪 失 す る と す れ ば 、 完 全 な 放 出 の 前 に 前 記 排 出 バ ル ブ が 閉 鎖 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 度 押 し て 離 す と 、 限 定 さ れ て 定 量 さ れ た 水 量 は 直 ち に 放 出 さ れ 、 ま た も し 押 す 動 作 が
延 長 さ れ な い 及 び ／ 又 は 他 の 押 し が 行 わ れ な い 場 合 は 、 通 常 の シ ス テ ム と 他 の 注 水 の バ ル
ブ に よ っ て こ の 量 の 再 注 水 が 行 わ れ 、 タ ン ク が 再 注 水 さ れ る と 補 助 重 り が 再 生 さ れ る も の
で あ る 。
　 こ の よ う に 限 定 さ れ 定 量 さ れ た 水 量 を 伴 う こ の 部 分 的 な 放 出 工 程 は 、 単 一 の 押 し の 作 業
を 行 い 、 タ ン ク を 満 た す た め に 待 機 す る こ と に よ っ て 、 何 度 も 繰 り 返 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 限 定 さ れ た 量 に 加 え て 、 タ ン ク に 蓄 積 さ れ た 全 水 量 が 放 出 さ れ る 場 合 に は 、 前 記 シ ス テ
ム は 、 前 記 部 分 的 な 放 出 の 終 わ り と タ ン ク の 再 注 水 と の 間 の 時 間 に お い て 押 す 操 作 を 維 持
す る こ と の な い 二 度 目 の 押 し を 必 要 と す る 。
　 浮 揚 力 に 対 し て 作 用 す る 付 加 的 な 重 り が 消 失 す る と 、 フ ロ ー ト の 上 昇 す る 力 以 外 に 前 記
パ イ プ 及 び 止 水 バ ル ブ ア ッ セ ン ブ リ ー に 関 し て タ ン ク 内 で 作 用 す る も の は な く な り 、 前 記
フ ロ ー ト の 上 昇 す る 力 は 補 助 重 り な し に 単 に 液 体 が 欠 乏 す る こ と に よ っ て フ ロ ー ト が 浮 揚
力 を 喪 失 す る ま で 前 記 ア ッ セ ン ブ リ ー を 上 昇 し た 状 態 に 維 持 す る こ と が で き 、 タ ン ク の 容
量 の 完 全 な 放 出 ま で 水 排 出 バ ル ブ が 恒 久 的 に 開 け ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 全 体 と し て の 装 置 は 、 ロ ッ ク ア ー ム の 孔 に 差 し 込 ま れ フ ォ ー ク に 引 っ 掛 け ら れ る 調 節 可
能 な ハ ン ド ル ま た は 押 し ボ タ ン を 備 え る 。
　 連 続 的 に 作 用 す る こ れ ら 全 て の 要 素 は 、 排 出 バ ル ブ の 開 放 の た め に 責 務 を 果 た し て い る
。
　 前 記 フ ロ ー ト や 前 記 変 動 性 の 補 助 重 り は 、 前 記 排 出 パ イ プ に 組 み 込 ま れ 、 前 記 排 出 パ イ
プ は 密 閉 さ れ た 水 放 出 部 を 下 部 に 有 し 、 前 記 フ ロ ー ト は 前 記 パ イ プ の 下 部 に 備 え ら れ 、 同
時 に 変 動 性 の 補 助 重 り は 、 最 初 の 放 出 で 排 出 さ れ る た め の 水 量 に 依 存 し て 決 定 さ れ る 高 さ
で 中 間 部 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 構 造 的 に は 、 タ ン ク の カ バ ー に 固 定 す る た め の 固 定 治 具 が 備 え ら れ て お り 、 前 記 固 定 治
具 は 、 そ れ が 収 納 さ れ る タ ン ク に 依 存 し て 様 々 な 高 さ を 有 し う る 。
　 ま た フ ラ ン ジ に よ る 前 記 固 定 治 具 の 固 定 装 置 も 備 え ら れ て お り 、 一 度 高 さ が 固 定 さ れ る
と 前 記 固 定 治 具 が 動 か な い よ う に な り 、 装 置 の 両 側 の 前 記 フ ラ ン ジ を 押 す こ と で 前 記 治 具
を 単 純 に 動 か す こ と が 可 能 で あ る 。
　 要 約 す れ ば 、 こ れ は 、 取 り 付 け や 移 動 の た め の シ ス テ ム を 構 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 全 て の ア ッ セ ン ブ リ ー は 、 タ ン ク に 設 置 さ れ た ケ ー シ ン グ に 収 納 さ れ る 。
装 飾 カ バ ー は 、 タ ン ク カ バ ー や 押 し ボ タ ン （ 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ハ ン ド ル に 対 し て も
同 じ 原 理 を そ の ま ま 適 用 で き る ） に 対 し て シ ス テ ム を 保 持 す る た め に 付 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 特 許 対 象 に お い て 、 節 水 は 、 一 度 固 定 さ れ る と 節 水 能 力 を 変 更 す る 可 能 性 を 除
い て 常 に 同 じ で あ る と い う 意 味 で は 、 統 計 的 に も し く は 定 量 的 に 考 慮 さ れ ね ば な ら な い 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 体 排 出 バ ル ブ の 閉 鎖 に 作 用 す る 変 動 性 の 補 助 重 り に 依 存 し て 部 分 的 ま た は
完 全 な 放 出 を 生 じ る よ う に で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 最 良 の 形 態 は 、 即 時 の （ 連 続 さ れ た も の で な い ） 二 重 放 出 に よ る ト イ レ の 定 量 節 水 装 置
と し て 記 述 さ れ 、 前 記 定 量 節 水 装 置 は 単 一 の 押 し ボ タ ン と 単 一 の フ ロ ー ト に よ っ て 調 節 さ
れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 装 置 の 外 側 の 筺 体 （ １ ） か ら 説 明 す る と 、 該 筐 体 は 十 分 な 耐 変 形 性 材 料 で で き 、 タ
ン ク の カ バ ー を 保 持 す る た め の 固 定 治 具 （ ７ ） を 差 し 込 ま せ る 。
　 こ の 固 定 治 具 は 、 特 定 の タ ン ク を 適 用 す べ く 段 階 的 に 上 昇 ま た は 下 降 で き る よ う に 調 節
可 能 と な っ て い る 。
　 さ ら に 、 前 記 治 具 （ ７ ） は 、 フ ラ ン ジ （ １ ２ ） に よ っ て 固 定 さ れ 、 一 度 高 さ が 決 定 さ れ
る と 動 か な く な る も の で あ る 。
　 前 記 治 具 （ ７ ） は 装 置 の 両 側 に あ る こ の フ ラ ン ジ シ ス テ ム を 押 す こ と で 、 着 脱 す る こ と
が で き る 。
　 前 記 フ ラ ン ジ は 柔 軟 性 の あ る 材 料 で 作 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ア ッ セ ン ブ リ ー は 、 構 造 の 中 央 部 に 対 称 的 に 配 置 さ れ 、 且 つ 、 ロ ッ ク ア ー ム （ ８ ） が 組
み 込 ま れ 、 フ ォ ー ク （ １ ０ ） を 動 か す 調 節 用 ハ ン ド ル （ ９ ） を 備 え る も の で あ る 。
　 前 記 ハ ン ド ル は 調 節 可 能 で あ り 、 タ ン ク の カ バ ー を 固 定 す べ く 固 定 治 具 も ま た 調 節 可 能
で あ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
　 こ の よ う に 、 排 出 パ イ プ （ ３ ） 上 の 前 記 フ ォ ー ク の 作 動 は 水 排 出 バ ル ブ に お け る 作 動 を
直 接 決 定 す る 。
　 こ の よ う に 、 前 記 排 出 パ イ プ （ ３ ） は 、 如 何 な る ト イ レ に 於 い て も 存 在 す る そ れ と 類 似
し 、 排 出 バ ル ブ （ ４ ） の 開 放 を 調 節 す る 密 閉 用 円 盤 と を 下 部 に 於 い て 組 み 合 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 フ ロ ー ト （ ５ ） の 関 与 と 付 加 的 な 変 動 性 の 補 助 重 り （ ６ ） は こ の 発 明 の 作 動 に 必 要 と さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 フ ロ ー ト （ ５ ） は 前 記 パ イ プ （ ３ ） の 外 径 に よ っ て 決 め ら れ る 軸 方 向 に 延 び る 空 洞 部 を
備 え て 前 記 パ イ プ を 包 む 円 筒 形 ベ ル か ら 成 り 、 前 記 パ イ プ の 下 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 補 助 重 り （ ６ ） が 作 用 し な い と き 、 前 記 フ ロ ー ト の 浮 力 は 液 体 が 完 全 に 排 出 さ れ る ま で
液 体 放 出 バ ル ブ を 開 放 し パ イ プ ア ッ セ ン ブ リ ー の 上 昇 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 変 動 性 の 補 助 重 り （ ６ ） は 、 前 記 パ イ プ （ ３ ） の 外 径 に よ っ て 決 め ら れ る 軸 方 向 に 延 び
る 空 洞 部 を 備 え た 、 前 記 パ イ プ に 圧 着 さ れ る 円 筒 形 の 貯 蔵 部 か ら 成 り 、 前 記 パ イ プ 上 に あ
る 垂 直 に 整 列 さ れ た ノ ッ チ と 対 応 し て い る 小 さ く 突 出 し て い る ピ ボ ッ ト （ １ ３ ） を 内 部 に
備 え 、 そ れ に よ り 一 度 補 助 重 り （ ６ ） が 所 望 の 高 さ に 誘 導 さ れ 配 置 さ れ る と 、 前 記 ノ ッ チ
（ １ ４ ） の 一 つ に ピ ボ ッ ト （ １ ３ ） が 一 致 す る ま で 十 分 に 動 か さ れ る こ と と な り 、 最 初 の
部 分 的 な 放 出 で 排 出 さ れ る 液 体 に よ っ て あ る 一 定 の 高 さ で 所 望 の 配 置 に 保 持 さ れ る も の で
あ る 。
　 前 記 貯 蔵 部 は 、 下 部 に 穴 が 開 け ら れ 、 存 在 す る 液 体 の レ ベ ル に 依 存 し て 前 記 貯 蔵 部 の 内
側 の 水 の 流 入 及 び 排 出 を さ せ る よ う な 開 口 部 を 備 え 、 前 記 開 口 部 は 経 口 較 生 さ れ 、 前 記 貯
蔵 部 の 液 体 の 放 出 及 び 注 入 が そ れ ぞ れ 排 水 及 び 通 常 の 再 注 水 バ ル ブ を 介 し た タ ン ク の 水 の
放 出 及 び 再 注 水 よ り も 低 速 度 で 生 じ る よ う に 設 定 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 押 し ボ タ ン （ １ １ ） そ し て そ れ に 続 け て そ れ に 連 結 し た ア ッ セ ン ブ リ ー を 作 動 さ せ る こ
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と に よ り 、 即 ち 、 そ れ は 、 パ イ プ （ ３ ） 上 の フ ォ ー ク （ １ ０ ） の 作 用 を な く す こ と で あ る
が 、 前 記 パ イ プ を 上 方 に 動 か し そ し て そ の 結 果 止 水 バ ル ブ （ ４ ） の 開 放 を 起 こ す よ う な 押
し ボ タ ン の 単 一 の 作 用 を 生 じ る 。
　 前 記 フ ロ ー ト （ ５ ） の 上 方 へ の 浮 力 及 び 補 助 重 り （ ６ ） の 下 方 へ の 重 力 と が 作 用 し 、 こ
の 時 点 で 液 体 を 満 た す 前 記 貯 蔵 部 は 、 前 記 フ ロ ー ト （ ５ ） の 浮 力 を 抑 制 す る よ う な 補 助 重
り と な っ て 前 記 パ イ プ ア ッ セ ン ブ リ ー を 降 下 さ せ 、 水 排 出 バ ル ブ の 早 期 閉 鎖 を 起 こ す こ と
に よ っ て 部 分 的 な 放 出 を 達 成 し 、 一 方 も し 補 助 重 り が 消 失 す る と 、 完 全 に 放 出 さ れ る ま で
前 記 フ ロ ー ト の 作 用 に よ っ て 前 記 バ ル ブ が 開 放 さ れ 続 け る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 記 パ イ プ ア ッ セ ン ブ リ ー が 放 出 バ ル ブ を 開 放 す る よ う に 上 げ ら れ て い る 間 、 部 分 的 な
放 出 が 生 じ て い る 間 に 、 タ ン ク 内 の 液 体 レ ベ ル が 低 下 し 、 補 助 重 り は 前 記 レ ベ ル 低 下 に つ
れ て 徐 々 に 段 階 的 に 喪 失 す る も の で あ る 。
　 補 助 重 り の 段 階 的 な 喪 失 は 容 器 （ ６ ） の 貯 蔵 部 の 水 の 流 出 入 の 原 理 に よ っ て 生 じ 、 前 記
貯 蔵 部 は 、 通 常 の 放 出 バ ル ブ を 通 っ て タ ン ク か ら 水 を 放 出 す る 速 度 よ り も 遅 く な る よ う に
調 節 さ れ た 下 部 の 開 口 部 を 通 っ て 排 出 さ れ る も の で あ る 。
　 前 記 貯 蔵 部 （ ６ ） を 排 水 す る こ と が 前 記 タ ン ク を 排 水 す る こ と よ り も 低 速 で あ る と い う
事 実 は 前 記 部 分 的 な 放 出 の 間 に 前 記 貯 蔵 部 が 補 助 的 重 り に な り 、 放 出 バ ル ブ （ ４ ） の 閉 鎖
を 生 じ る も の で あ る 。
　 こ の よ う に 調 節 さ れ た 量 を 排 出 す る こ と は 前 記 補 助 重 り の 貯 蔵 部 が 調 節 さ れ る 高 さ に よ
っ て 達 成 さ れ 、 即 ち 、 標 準 的 な １ ０ リ ッ ト ル タ ン ク に 於 い て 最 も 高 い 位 置 で は お よ そ ２ リ
ッ ト ル が 放 出 さ れ て 、 最 も 低 い 位 置 で お よ そ ５ リ ッ ト ル が 放 出 さ れ 、 そ し て そ れ ぞ れ お よ
そ ８ ま た は ５ リ ッ ト ル の 水 が 、 前 記 押 し ボ タ ン に 作 用 し 続 け る 力 が な け れ ば 残 っ て 放 出 さ
れ な い も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 排 出 さ れ た 液 体 量 の 再 注 水 過 程 で 再 び 押 し ボ タ ン （ １ １ ） を 作 動 さ せ る 場 合 に お い て は
、 押 し 続 け る 必 要 は な く 、 前 記 タ ン ク の 完 全 な 放 出 は 補 助 重 り の 貯 蔵 部 の 注 水 が 前 記 タ ン
ク の 液 体 レ ベ ル が 上 昇 す る よ う に 通 常 に 再 注 水 さ れ る 速 度 よ り も 遅 い 速 度 で 生 じ る と い う
事 実 に 依 存 し て お り 、 こ の 二 度 目 の 押 し が 起 き る と 、 前 記 貯 蔵 部 は 実 質 上 排 水 さ れ て ほ と
ん ど 補 助 的 な 重 り は な く な っ て お り 、 前 記 パ イ プ ア ッ セ ン ブ リ ー 自 身 の 重 さ 以 外 に 前 記 パ
イ プ ア ッ セ ン ブ リ ー に 作 用 す る 力 は 前 記 フ ロ ー ト （ ５ ） の 浮 力 の み と な っ て お り 、 前 記 フ
ロ ー ト （ ５ ） は 、 上 昇 さ れ た ア ッ セ ン ブ リ ー を 支 持 す る よ う に 設 定 さ れ て お り 、 液 体 レ ベ
ル が 失 わ れ る こ と に よ り 浮 力 が 喪 失 す る ま で 前 記 放 出 バ ル ブ の 開 放 を 伴 っ て 余 分 な 負 担 を
か け る こ と な く 、 完 全 な 放 出 を 生 じ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 装 置 は 、 水 の 部 分 的 な ま た は 完 全 な 放 出 を 引 き 起 こ す 単 一 ボ タ ン を 作 動 さ せ る
べ く 強 さ 、 押 圧 力 、 ま た は 押 圧 範 囲 に よ る 操 作 に 影 響 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 排 水 に 続 く 注 水 の メ カ ニ ズ ム は タ ン ク 内 に 水 を 流 入 さ せ る 水 流 入 バ ル ブ に よ っ て 実 行 さ
れ 、 前 記 メ カ ニ ズ ム は 排 水 す る 工 程 か ら 独 立 し て お り 、 部 分 的 ま た は 完 全 な 放 出 は 、 交 互
に ま た は 連 続 的 に 生 じ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 装 置 の 筺 体 は 固 定 具 （ ２ ） に よ っ て タ ン ク に 固 定 さ れ て い る 。
　 押 し ボ タ ン （ １ １ ） は タ ン ク カ バ ー に 装 置 を 固 定 す る べ く 装 飾 的 な カ バ ー を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 す で に 示 さ れ た よ う に 、 こ の 装 置 は ト イ レ タ ン ク 水 排 出 バ ル ブ の 調 節 シ ス テ ム の 一 つ と
し て 産 業 的 に 提 供 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 明 細 で の 記 述 を よ り よ く 理 解 す る た め に 、 い く つ か の 図 を 添 付 し 、 例 え ば 、 装 置 の 実
践 的 な 具 体 例 と そ の 操 作 が 図 解 さ れ る 。
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【 図 １ 】 図 １ は 、 全 ア ッ セ ン ブ リ ー の ２ つ の 正 面 図 と 、 貯 蔵 部 の 補 助 重 り の 固 定 シ ス テ ム
の 正 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 部 分 的 な 放 出 の 作 動 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 完 全 な 放 出 の 作 動 図 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
１ … 装 置 筺 体
２ … 固 定 用 器 具
３ … 排 水 パ イ プ
４ … ゴ ム で 覆 わ れ た 密 閉 す る 円 盤 状 の 排 出 バ ル ブ
５ … フ ロ ー ト
６ … 変 動 性 の 補 助 重 り
７ … 調 節 で き る 固 定 治 具
８ … ロ ッ ク ア ー ム が 組 み 込 ま れ た ア セ ン ブ リ ー
９ … 調 節 用 ハ ン ド ル
１ ０ … フ ォ ー ク
１ １ … 押 し ボ タ ン
１ ２ … 固 定 用 フ ラ ン ジ
１ ３ … パ イ プ に 補 助 重 り を 固 定 す る た め の ピ ボ ッ ト
１ ４ … 補 助 重 り を 固 定 す る た め の パ イ プ 上 の ノ ッ チ
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【 図 ３ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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